
事務事業評価シート

-

事業の計画・内容

整備内容 事業実績

1

2
3

4

運営体制
1

（ ）
2
3

評価指標

評価

事業費（人件費除く）の財源内訳

計 2,961 4,066 4,031 4,031

備
考

特定財源の名称・補助基本額・率
地方債の区分と充当率等

一 般 財 源 2,961 4,066 4,031 4,031

受益者負担

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金

地   方   債

そ   の   他

県 支 出 金

6,191

4,031 4,031

6,191フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 5,121 6,226

（Ａ） 事      業      費 2,961 4,066

2,160 2,160人件費（Ｂ） 0.3 人 2,160 人件費（Ｂ） 0.3 人2,160 人件費（Ｂ） 0.3 人事業投入人員 人件費（Ｂ） 0.3 人

事業費計(A) 　 Σ 4,031事業費計(A) 　 Σ 4,031事業費計(A) 　 Σ 2,961 事業費計(A) 　 Σ 4,066
進捗率

(％)

4,031

工事

4,031 指定管理料指定管理料 2,961 指定管理料 4,066 指定管理料

(千円)(千円) 　(千円) 　　

事
業
内
容

平成１８年度 決算内容

(千円)
委託

事 業 内 容 数量 単位 金  額
平成２１年度 計画内容

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容
平成１９年度 決算内容 平成２０年度 計画内容

数量 単位 金  額
　

Ａ 現状維持 来訪者が満足する企画の実施を行なっていく。

進
　
捗
　
状
　
況

年度

効率性 3 入園者を増やすことで、指定管理者の収入となる利用料金制となっているので、事業費の削減は可能である。

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

有効性 4
企画「武家屋敷で抹茶をたしなむ憩いの日」というイベントを実施したが、入園者は減少した。

達成度 4 施設・樹木の管理ができた。

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

必要性 4 県指定有形文化財（建造物）入交家住宅の維持管理を行ない、生涯学習の場として活用していくため必要である。

実績 実績

目標目標

2000
実績 1,306 実績 1,235

2,200 目標 2000
2000参観者数

施設の特色を生かした事業を展開して、市民や観光客に足を運んでもら
うか。

人
目標

目標値
H18 H19 H20 H21

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位
実績値

実績 実績

目標 目標4 市内の類似施設
年間運営費 4,066 千円 実績 実績

目標 目標配置（予定）人員 1 人
　委託先 伊賀市文化都市協会 実績 実績

目標運営主体 目標

目標 1
1 1

実績 1
自主事業 回

目標 1
実績 1

359
総事業費 千円 実績 237 実績 359

目標

建設用地

237 目標

H18 H19建設面積（延床面積）
359規模・構造

H20

開館日数 日 359

H21
活動指標 単位

実績値 目標値

事
業
内
容

・自主事業を行なう。
・利用料金の徴収を行なう。
・保守点検（清掃・消防設備・機械設備・空調機器・植栽管理等）を行なう。
・簡易な修繕を行なう。

状
況
変
化
等

根拠法令・要綱等 文化財保護法・城之越遺跡の設置及び管理に関する条例

開始年度 平成

終了年度 平成 年度

年度

事
業
目
的

対象等（何が、誰が）

関連事業

成果（どうなるのか）

・県指定有形文化財（建造物）　入交家住宅
・市民や観光客 ・適正に管理され、保存される。

・生涯学習に役立つ。

（※対象件数 ）

22 9679

行革大綱の重点事項番号 名称 教育委員会　生涯学習課 (内線) 3830

450400 評価者
氏　名

前田明伸 連絡先
基 本 計 画 該 当 頁 143

担当部課
コード

102 文化財施設維持管理事業

細々目 10 入交家住宅維持管理経費
施　策 6 文化財に親しむ機会の充実

細目

05 社会教育費

目 02 文化財保護費
基本施策 36 歴史や文化を守り、未来へと引き継ぐ

項

01 一般会計

款 10 教育費
事業名 535 入交家住宅維持管理経費

会計

コード 名            称

事業種別 継続 単独

コード 名               称 区分

事業類型 Ⅴ 施設の管理・運営 １次評価のみ対象分


